提出日 　　　　年　 　　月　　　日
技術指導者登録申請書
　　２０１８　年度の技術指導者を以下のとおり登録致します。
	サークル名
	　　

	サークル部長名
	印

	技術指導者氏名
	

	技術指導者職名（コーチ等）
	

	指導予定
	月・火・水・木・金・土・日　／　月　　　日　／　年　　　日

	希望謝礼等級
	Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・ 　謝礼なし(不要)

	適用区分

該当する基準にチェック（裏面参照）
	　　　Ａ①□②□③□④□・Ｂ①□②□③□・Ｃ①□②□

	謝礼申請理由

（適用基準等）
	

	競技実績
指導実績
	別紙「技術指導者経歴書」に詳細をご記入ください


	【注意】

１）この申請書は年度始めに各種指導者届・技術指導者経歴書とあわせて毎年度提出してください。

２）謝礼は１０月と３月の年２回、指定された口座に振り込みます。

３）振込口座を未登録の方は、あわせて銀行振込口座依頼書を提出してください。

４）その他詳細は「技術指導者に対する謝礼及び交通費支給取扱要項」(裏面)を確認してください。
５）希望謝礼については、学生生活連絡会議の審議を経て決定いたします。ご希望に沿えない場合もありますので、ご了承下さい。


	○技術指導者に対する謝礼及び交通費支給取扱要項（抜粋）
平成20年11月27日
1　目的及び適用範囲
  この要項は，課外活動の活性化と技術の向上をはかるために技術指導者に対し支給する謝礼及び交通費の基準等について定め，これらの支給にかかる取り扱いは国内旅費規程の規定にかかわらず，この要項による。

2　定義

　この要項において技術指導者とは，学生生活連絡会議が承認した監督，コーチ，師範，師匠又は指揮者等の技術指導者をいう。
3　謝礼支給基準及び支給方法

　(1) 対象者

謝礼支給の対象者は，技術指導者（ただし専任職員及び技能指導者を除く）のうち，週1回以上（S等級は週2回以上）の指導が可能な者で，サークルからの支給申請があった者とする。
　(2) 支給額

謝礼の支給額は，別表の基準に基づき，学生生活連絡会議で決定する。ただし，特S等級及びS等級については，学生生活連絡会議の議を経て，学長が決定する。
　(3)支給方法

　　謝礼は，年2回(10月・3月)に分割して支給する。ただし特S等級及びS等級の分割回数については，この限りではない。
4　交通費支給基準及び支給方法

　(1) 対象者
交通費支給の対象者は，サークルからの支給申請があった技術指導者（ただし専任職員及び技能指導者を除く）とする。
(2) 支給額
    交通費の支給額は，自宅から大学までの実費とし，1ヶ月につき10万円を超えない範囲で支給する。ただし、最も経済的な通常の経路及び方法によって計算することとする。
(3) 支給方法
交通費は、4月から9月までの申請分を10月に，10月から3月までの申請分を3月に，一括して銀行振込により支給する。
付　則
1　この要項は，平成21年4月1日から施行する。

2　この要項の施行にともない，技術指導者謝礼について(内規)(制定平成9年3月13日)は廃止する。
付　則（平成24年6月28日第3項，別表改正）

この要項は，平成24年4月1日から施行する。

別表　謝礼支給基準（第3項関係）
体育系サークル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)
等級
適用区分

いずれか１つの基準に該当する者
年間支給額
（税金含む）
Ａ
①全日本チーム，インターハイ・インカレ・実業団・選手のトップチームの指導実績を有する者
②全日本選手権大会への出場実績を有し，優れた指導力を発揮できると期待される者
③本学の指導者として１０年以上の指導実績を有する者

④本学の指導者として５年以上の指導実績を有し，かつ全国大会出場者の指導実績を有する者
上限666,666
Ｂ
①インターハイ・インカレ・実業団の地区大会出場者の指導実績を有する者
②インターハイ・インカレ・実業団の地区大会に出場したことのある者
③本学の指導者として５年以上の指導実績を有する者
上限400,000
Ｃ
①指導経験を有する者
②競技者としての経験を有する者
上限133,332
注　文化系サークルの技術指導者（指揮者や師匠等）についても，上記基準に準じ，学生生活連絡会議において決定するものとする。


